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第二対話
スタジマックは、ソフィと話し合うことを限りなく喜び、こんなに早く彼女
のところに戻れることに心奪われ、彼女に不都合だという心配なく、指定され
た午後にちゃんと戻ってきた。ティマンドルとユラリは長く待たせなかった。
会話が行われるのは主にこの若い人〔ユラリ〕のためであり、また彼女の顔と
精神が強くスタジマックに気に入っていたので、彼は彼女に、彼女が学者にな
ろうとする計画に関して、いくつか快いことを言うことで会話を始めた。
彼女はいくつか才気ある即答の後で彼に答えた。「結局、本当に私がそれで
もっと愛すべきものになるはずならば、そのために何をするのが適切と判断さ
れているのか、どうか私に言ってください。」
スタジマックは答えた。「二つのことさえ約束してくれれば、前に言った言
葉を実行する用意があります。第一は、女性が相談相手に対してふつう持つ、
あの盲目的な敬意を私に払わないでほしいということです。それ以上私の気に
入らないものはありませんから。反対に私に反論するため自分の理性全体を
使ってください。よいと絶対に確信するようなことだけを認めてください。私
が言わなければならないすべてを、あなたに命ずる規則や掟としてではなく、
もし私が研究を再開しなければならないなら従うであろうような、ふるまい方
の話とみなしてください。要するに今は私を、あなたを襲う企てを持つような
男として警戒してください。そうすれば私は、あなたが探し求める道のうえで、
あなたとともに自分に出会うことでも、あるいは連れの警告によって自分が
迷っていることを認めることでも、等しく喜ぶだろうとうけあいます。」
ユラリが巧みに話を継いだ。「お世辞を避けるために、私の心のなかにある
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すべてをお答えはしません。この第一の点は正確に行うと約束します。何がお
望みの二番めか、どうか言ってください。」
スタジマックが言った。「お求めになったことに直接答える前に、三つお尋
ねすることを悪く思わないでください。１）ご自分が何者であり、自分の魂の
状態がどうであるかをよくご存じかどうか。２）最も立派な知識を得る手段を
尋ねることで、自分が何を尋ねているのかご存じかどうか。３）また人々〔男
性〕が形づくれる最大の決心ができると感じられているかどうか。」
ユラリが答えた。「ずいぶん口調が変わりますね。私が知らず、またあなた
以外の誰も私についてまだ知っていないとあなたが疑いなくみてとられている
事柄について尋ねて、私を困惑させたいのだと思いますわ。」
ソフィが彼女に言った。「そんなことではあなたは驚かないでしょう。それ
がスタジマックのやり方で、あなたは気を悪くはしないでしょうから。」
スタジマックがユラリに答えて言った。「美徳悪徳に関することで、私があ
なたの行いの秘密や細部について知っていると想像しないでください。私が望
んでいるのは、若干の弱点についての真摯で理にかなった告白だけなのです。
それはすべての人に共通で避けられないものであるだけに、あなたが赤面する
必要はありませんし、話している私自身、たぶんあなたより完全にそれを免れ
ているわけではありません。」
ユラリが尋ねた。「おっしゃるその告白にはどんな重要性があるのですか。」
スタジマックがまた言った。「それを理解してくれるためには、どうか注意
してください。求めている諸学をわがものにすることも、それを正当に用いる
ことも、あなたの年齢では不可能であることを。私達がこの探求を始めるとき、
自分の精神の素質がどうあるかを前もって知ってはいなかったことを。役立つ
土地を耕す者が、そのよいまたは悪い性質をみつけることから始め、そこに若
干の施肥耕転を与えなければ種を撒かない、ということをあなたが聞いたり気
づいたりしたことがないということではありません。医療を企てる医者が、自
分自身の病をよく知るほど成功するということを、知らないことはないでしょ
う。」
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彼は続けて言った。「ところで諸学は、精神を豊かにする実りある種としてか、
あるいは精神に健康を取り戻す効く薬として考察できます。それによって重要
とあなたが判断できるに違いないのは、あなたに最も適した薬を一緒に検討で
きるように、また私達がみつけた薬がより迅速に働くように、自分の悪いとこ
ろを自分自身で認識することです。協力してこのようにふるまえばどんなに有
利か、信じられないくらいです。教えられる者と教えようと配慮する者の間の
協力の不足が、ふつう困難や抵抗をつくりだし、そのため両者の勉強全体が無
駄になりがちであることを確信しているので。」
ユラリは言った。「そうした不都合を避けるためにあなたが適当と判断する
ことを、私はしましょう。」
スタジマックが続けて言った。「それでは私達の検討に戻りましょう。そし
て最初の点から始めましょう。あなたが無数の事柄を確実に知っていると思っ
ていることは本当ではありませんか。あなたが動かぬこととしているのは、世
界が大きな球であり、その表面は限界を持ち、その先には何によっても占めら
れず空虚と呼んでいる広大な空間を想像しているということです。空はすべて
を含む箱のようなものだということです。あなたが世界の中心にあると思って
いる大地のまわりのたえまない運動によって、美しい金の鋲のようにくっつけ
られたとあなたが思い描いている諸天体を、天が運んでいるということです。
太陽がこうした天体の中で最大ということです。そしてあなたには知られない
密かな方法で、こうした想像上の鋲が私達に影響を及ぼし、それが地上で起こ
る一般的および個別的な大部分の革命を引き起こすということです。知らぬふ
りをしないでくださいね。月はたぶん私達と似た土地で動物たちが住んでいる、
と言いに来るような人の話を、あなたは少なくとも腹の底で笑うのが本当では
ないですか。」
ユラリが答えた。「私は同意します。また動物に関しては、獣に話したこと
はありませんし、また会話したという人を見たこともありませんが、私が毎日
犬において見ることを動物たちがするのを見れば、私達と同じくらい理性的で
あると信じたくなるほどです。」
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スタジマックが続けて言った。「こうした知識に付け加えられるのは、海の
満干、磁石の性質、そして〔錬金術的な自然哲学で〕共感と反感と呼ばれてい
ることについて知っていると思っていることでしょう。でもあなたにもっとか
かわることに移りましょう。あなたが確実とみなしているのは、私達が、自分
たちをこの世においた人々に対して切に感じる傾向を備えている、ということ
です。私達の魂が身体とはまったく別物であることです。それが生命のすべて
の機能の原因であることです。またこの魂を身体ではない何かとして把握する
ものの、それを優劣ある二部分に分け、したがって教えられた規則や法律に対
立する部分にあなたのなかの低い地位を与えるということです。あなたは真理
と徳を愛しています。悪徳と誤謬を避けようと努めており、またそれが何であ
るかよく知っていると思っています。あなたは自分の性〔女性〕に関すること
については迷いから覚めています。それが私達の性〔男性〕と等しいと確信し
ています。しかもこの見解は、少なくとも幸せにもご自分に似た婦人たちに関
しては異議ないものであるとも。私は疑いませんが、もしもあなたを導く人々
がやってきて、平等の本は悪くて聖書に反する、と宣告するならば、あなたは
それについて有利に考えたことすべてを撤回し、かつて評価できたのと同じく
らい、今度はそこから遠ざかるでしょう。
「したがってあなたの意見すべてに、習慣に対してまた公衆の例に対してあ
なたが持つ敬意と服従を付け加えるならば、あなたの意識の状態について判断
できるもとになる基本的な諸項目にふれたと思うでしょう。基本的諸項目とい
うのは、それらはあなたが確実とみなしているかなりな評価をなんらかの仕方
で含んでいるからです。誠実と不誠実、徳と悪徳の観念などのように。またお
化け話や魔術の驚くべき作用に関してこども時代に聞き知った、一緒に暮らし
た女性たちがあなたに語った、またはあなたが若干の本で読んだ、それが印刷
されているという理由であなたがた女性が真であると信じる物語のようにで
す。」
ユラリが言った。「悪魔との交際なしでも人々が魂のなかに持っている一部
を知ることは絶対不可能でないことが、よくわかります。」
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スタジマックが答えた。「確かにそうです。そしてもっと先に進もうとすれば、
あなたがちゃんと隠れていると思っているあなたの欲望や情念について語るこ
ともできるでしょうが。」
ティマンドルが「どうやってそうするのですか」と尋ねた。
彼は答えた。「私がユラリの魂のなかに持つ密かな内通者を使うことによっ
てになるでしょう。この内通者は、彼女自身が知っていないことを私にあらわ
にしてくれます。」彼は付け加えた。「そして私は、ユラリに話しかけることで、
その片鱗を必ずお示しできますが、それによってあなたが持っている確信の基
礎は何か、またあなたのふるまいの規則として役立っているこうした考えの起
源は何かを、ある意味で示せます。
「最大の事柄もはじめはとても弱々しいことを、どうか思い出してください。
諸王国もただ二人で構成された単純な一家から始まったことを、大火が小さな
火花から、最大の動物も最小のものと同様にとるに足りない何かからであるこ
とを。あなたが母の胎内にいた間あなたに起こったことについて、お話しする
必要はありません。そのときには、栄養物が身体に生み出し得る内的変化しか
ふつうの対象として持たない、とても雑然とした思考しか持たなかったことは、
たやすく推測できるでしょうから。
「だからこども時代に心に起こることをよく判断するには、自分が生命を得
た場所を出ると同時に自分をとらえ、この状態において、ある新しい世界の海
岸に打ち上げられた若い外国人のように自らを見なければなりません。そこで
はみいだされる事物も、住んでいる民族も、その話す言葉も、守られる法律も
知っていないというわけです。
「生まれたばかりのこどもが、環境の変化によってさらされていることがわ
かる欲求と不便は、彼の心を乱し不安にし、自分が何者であるか考える能力も
ないほどになると思われませんか。彼を攻囲する禍が絶え間なく次々と起こる
ことで、彼は注意力も奪われると。そしてまた、判断における即断がどれだけ
危険であるか教えてくれる経験をまだ持たないので、情念と彼を圧迫する必要
性によっておしやられるほど、彼はいっそうそれにひきずられてしまうと。そ
（42）
してもしその後彼をひきとめるものが何も起きないなら、彼の想像力は彼がつ
いていかざるを得ないような傾向をとるだろうと、あなたは判断するでしょう。
「実際こどもが目を開くや否や、まわりの対象がどっと彼の精神に入ってき
ます。そしてそのときは彼には稀で驚くべきことしかないので、これらの対象
は彼を絶えざる賛嘆にひきとめ、それはついに彼にまったく親しいものになる
までは、彼の顔にさえ現れます。またこの大群は正しい分別を行うひまを与え
ないので、彼はそれらを雑然と受け取らざるを得ません。心身の密接な結合が
この二部分をとても強く近づけ、互いにその利害をとてもはっきりさせること、
身体の運動と対象とは魂の知覚と判断とに直接伴うことをこれに付け加えるな
らば、あなたが苦もなく推論するであろうことは、こども時代に私達が最も軽々
しい外観に飛びついてしまうのは避けられない、ということです。またここで
注意するのがとても重要であるのは、この年齢の柔らかい精神は、身体にかか
わることしか受け入れず、身体を機会としてそれが持つ快苦しか感じず、想像
力を満たす物体的対象によってしか触発されないので、そうしたやり方に慣れ
てしまい、その後も、肉的で粗雑なもの以外はもはやほとんど何も把握しない
だろう、ということです。」
ティマンドルが結論した。「こうして、私達が目を開くことではいりこみ、
一面では私達にとても必要な交渉は、他方では有害にもなります。私達を判断
においてより大胆に、またいわば思考においてより受肉することによってで
す。」
スタジマックが続けた。「私達の条件は、耳が聞こえるようになり、意味を
理解できるようになったときに起きる新しい結びつきによっても、この点でよ
りよくなりはしません。そのときの聞かれる話は話題の事柄だけでなくそれが
善意か悪意かも示し、目によって私達に入る対象の印象は同時に耳によって入
る印象によって強められるので、私達の想像力の重さと速さが激しくなって、
もはやほとんど抵抗できません。
「しかし、こども時代に世話をしてくれる人々を考察するやり方は、この重
さに、新たな超過を加えそれをはるかに強くします。この状態では彼等の助け
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なしでは絶対に必要なものを得られず、こうした事物の観念はこれらの人々の
観念ととても強く結びつくので、それとは分けられなくなります。またたとえ
ば栄養をとる必要は、同時に乳房を与える女性のイメージをこどものなかにひ
きおこさない限り、それを提供してくれる乳房のイメージを呼び起こしませ
ん。」
ユラリは言った。「言われることはまったく本当で、私は何度も気づきまし
たが、こどもはいつも乳母の腕を他の女性の腕よりも好み、かわりに授乳する
ために現れる女性たちさえ拒むほどです。」
ソフィが付け加えた。「そのことはとても先まで及ぶので、父母もその資格
で扱われるのは、そうだと指名してこどもに教える乳母たちに依存してだけで
す。また観察したことですが、乳飲み子は何かを与えられるとき、それがよい
か悪いか、受け取るべきかどうか尋ねるために、乳母を見ます。」
ティマンドルが言った。「私としては、生まれたばかりのこうした必要性が
私達が父母に対して、あるいはその代わりをしてくれる人々に対して抱く愛の
源であることを、もはや苦もなく理解します。」
スタジマックが答えた。「それは確かです。でもここでいっそう考慮しなけ
ればならないのは、私達は育ててくれる人々を必要とするので、それが私達の
精神に対して、あの絶対的権威を彼等に与え、それは無数の個別的考慮によっ
て後に増えていくということです。なぜなら、やさしさのあかしを絶えず彼等
から受け取ることを別にしても、成長するにしたがって私達が認めるのは、自
分に有用または快いことに近づくため、また有害または不快なことから遠ざか
るために彼等に依存しているということだけでなく、意見や配慮をすることで
彼等が私達の欲求に先回りしているということもです。また彼等自身が間違っ
たときそれを知るどころか、私達を何か欺いているとしても、それは意図があっ
てのことでただ私達の利益のためであると逆にみなすのです。したがって私達
は、自分が何を望んでいるか知ることも、彼等を介して欲することを実行する
こともできず、彼等の権威と知識とに服することになるのです。彼等が欲する
ことを欲し、彼等が愛することを愛するのです。彼等が断罪することを私達は
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断罪し、彼等が是認するように言うことだけを私達は是認します。要するに、
彼等の情念と判断とは、全体として私達の情念と判断の規則になります。そし
て私達が彼等に対して持つ盲目的な服従において私達に確証されるのは、一面
では、私達の弱さと無知の感情に、こども時代の信じやすさが加わったもので
あり、また他面では、彼等が行う威嚇と約束、彼等を信じさせ従わせるために
提出する褒美と罰、また最後に、私達が彼等の勧めに従うことによって起こる
禍福の経験です。
「ところで、私達が父母に対して持つ敬意は、私達が受け入れる最も十全で
普遍的な敬意なので、こども時代に他の人々に対して持つ敬意は、そこから流
れ出るものにほかなりません。私達が神を知り敬うのは、彼等が私達に教えま
た実例で示してくれるような仕方においてです。私達が自分の先生たちを敬い
信じるのは、両親がそのことを命ずるからです。私達の上位者が私達に対して
持つ権威は、彼等が代理している私達の父母が彼等に伝達したあるいは委譲し
たものなので、私達は彼等も同じく間違いないものと思い、また彼等の格律と
訓令とを異議ない真理として受け入れるのです。
「要するに、ある暮らし方をとるとき、他の人々よりむしろ若干の人々に服
するとき、ある習慣や流行に従うとき、そこへと私達をおしやる主要な動因は、
父母の、そして耳を傾けまねるように彼等が命じた人々の、権威であり実例な
のです。
「このように、認めなければならないのは、あなたが知っている、信じている、
行っているすべてのことの第一の原理は、父母と先生たちに対して抱いた信頼
であり、それに依存している第二の原理は、同胞の実例と習慣に対して払って
いる盲目的な敬意です。あなたが真理、学問、徳、正義および誠実さについて
持っているすべての観念をひきだすのはそこからなのです。」
ユラリが言った。「誠実でなければならないのですからうちあけます。あな
たが今言われたことすべてを否認できませんし、いままで私は、他人のように
考え話しふるまうことを立派とみなし、そのことは母の教えと実例に従ってき
たのです。」
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スタジマックが再び言った。「いまうちあけたことが文字通り誠実であるな
らば、あなたは求めている道において自分で思っているより進んでいると私は
宣告します。なぜならすべてのなかで最初のそして最重要の一歩を進めたから
で、それは、自分がいまいる状態、あるいはよりよく言えば自分が持っている
確信の基礎を認識するということです。その状態をさらにその本当の色彩の下
に描いて見せさせてください。
「いま聞いたことが幻でないと想定して、私が言うことを悪く思ってはなり
ません。真理を知ることについて持っているとあなたが証言する欲望は別です
が、あなたのように考える人々はいままで、世界で最もみじめな状態の中にあ
ります。彼等は多くを知っていると思っていますが、何もわかっていません。
その状態は万物についての無知より悪いものですが、真理についてどんな観念
も持たないほうが、そこから遠ざかることが少ないからです。こう言って言い
過ぎでなければ、見るものすべてが自分のものだと想像力の戯れで確信して、
自分が限りなく豊かだと見積もる、無分別な、また眠り込んだ者に似ています。
「実際、こうした人々は、示されたものすべてを、選択せず無差別に自分の
精神に入り込ませたので、正確さ、分別、正しさを持つどころか、自分たちを
曖昧にまた盲目にする混乱と闇でいっぱいになるのが必然的帰結ではないで
しょうか。そして彼等は手当たり次第に自分の最初の傾向にいつでも従い、立
ち止まって真剣に検討することをしなかったので、判断において拙速で無謀で
あらざるを得ません。そしてあまりに軽々しく外見に誘われ習慣や何か他の流
れにひきずられてしまうので、間違った微光を明白な光と解してしまい、こう
して先入見と誤謬とでいっぱいなのです。これが原因で、彼等は公的刻印のあ
るすべての見解を抱き、それを頑固に主張し、それを弁護するために自分の想
像力が提供しているすべてのものを用い、ちょっとでも反対されるといきり立
ち、話を聞いても、精神のなかには、先入見となっている気まぐれしかないの
で、言われていることを聞こうとしないか、それを誤ってとるかすることが起
きるのであり、また自分の誤りと提示される真理とを認めても、誤りをさまさ
れることがないのです。」
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彼は続けて言った。「こうした人々は判断よりも記憶によって行動するので
すし、また自分が使っている言葉さえ理解していません。だから理屈より言葉
で満足します。神秘的で隠れたものしか望みません。口と耳を満たすが、精神
は空虚でたえざる衰えのなかに放っておく、あの仰々しくもったいぶった用語
でのとき以上に満足することはありません。真理を、声の調子、人々の癖、身
分、年齢、財産、衣服によって判断し、彼等の弁論を考量するのでなくそうい
う人々の頭数を数えるのです。
「彼等の徳の堅固さが何であるかを知るために、もし彼等を統治する人々が
やってきて手本を与えるならば、彼等は外面も内面もいつでも変えることを名
誉としていることを、思い出してください。もしあなたはしかるべくこうした
構えから、こうした人々が他の時代や国に生まれて、その教理や習慣がいま守
ると告白しているものと異なるとしても、彼等の見解や行動がやっぱりそうで
あろうと結論するでしょう。同様に結論するのが正当であるのは、彼等の徳は
流行の徳、模倣の徳、猿とお芝居の徳、要するに、外観しか持たず、幕が引か
れ化け物が消えるにしたがってなくなってしまう、むなしい幻想であるという
ことです。最後に彼等は大衆の気まぐれの玩具です。今日けなしているものを
明日は是認します。風見鶏、つまりちょっとでも揺らすと好むどんな方向にで
も傾けられてしまいます。自分が知っていることを保持できず、それが外から
きているだけにいっそうしっかりした決心も持たず、ちょうど錨も舵もなく、
風や波に押されるままに動く船にも比べられます。
「御覧のこの描写は少々得意のもので、もっと似せるような特徴や色合いを
与えることもできましょう。でもまねしないようにお願いします。そして自分
自身得意にならず、この描写に自分を認めないかどうか、検討してください。
そしてどんな結論を、自分に益するためにそこからひきだすべきかを。」
ユラリが答えた。「私は自分がとても不格好だと思っているので、苦労して
与えてくれた確信なしにうちあけようかと思うのですが、この告白は私をいま
より美しくするのに役立つかもしれないということです。」
ティマンドルが彼女に言った。「あなたは才気があるだけにいっそうよい望
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みの種を持っていますし、とても嘆かわしい状態から脱する願いも手段もまた
持っています。これは大部分の人、女性だけでなく男性にも欠けているもので、
彼等は、スタジマックがいま示したこと、そして知るのが絶対に必要なことを
知らないのです。」
彼はさらに、スタジマックに向かって付け加えた。「しかしユラリはあなた
の話から、あなたが抱いたと思うもくろみとは正反対の帰結をひきだせるよう
に思われます。あなたは彼女を、真理の探究において人間的な習慣や権威から
知らず知らずに引き離そうと意図したようですが。なぜなら、私達が本性的に
偏見と誤謬とに陥るのが本当であるならば、そこから抜け出る最短の道は、公
衆の声に頼ることのようにみえませんか。みんなの同意によって確立されてい
ること以上に確実なものは何もないと。自分自身の知識に頼る人が間違うのを
恐れなければならないのに対して、大多数の人々、また特に有能で啓蒙された
人に頼るときには何も恐れることがないと。そのような人々は事柄を検討して
おり、意見が最良のものでなかったならばそれが公的になったことを認めない
ように注意したでしょう。こんなに多くの人が間違えたり、間違いを見逃した
りするのはありそうでありません。最も踏み固められ最も確実な道として大道
を行くのはそのようではありませんし、寄らば大樹の陰ですし、一人でまっす
ぐ行くよりも大勢で迷うほうが危険は少ないのです。」
スタジマックがまた言った。「ここがまさに、万人の、また特に女性の精神
に入ってくる共通の論点であると言うことを許してください。女性は男性より
も服従的で臆病にさせるような仕方で育てられたので、世論の習慣により強く
結びついており、そのためそれを捨てるのにより苦労するのです。」彼は付け
加えた。「でも才気ある婦人にならお尋ねしたいのですが、大きな道が真理へ
の道であるとどうしてわかるのでしょう。寄りかかりたいような大樹が、自分
がでっちあげた幻ではないと。あのいわゆる知者たちが、実際にそうであり、
自分の気に入るような出会いにおいて無謬であると。しかし学問における公的
権威というこの点は、精神の指導にとって検討し得る最重要点ですので、ソフィ
とユラリの満足のためにしかるべく検討に努めて、歴史に関しては別の対話に
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とっておきましょう。
「事柄をその原理においてとりあげれば、人と人では、一方は他方に服従し
ていないと認めないでしょうか。みんなが自然に従えば平等で、みんなが等し
く誤り得るのですから、ある人から言われたことに、単に彼がそう言うから同
意するのは無思慮ではありませんか。なぜならこの平等においては、私達は他
人と同等に自分自身を信ずべきなのですから。またもし誰かに従うなら同じ理
由で自分に従うべきであり、各個人が他の皆に等しく従うべきであり、またこ
うして同類すべての見解と想像を引き受けるべきであって、ある人を他の人よ
りも選好する理由はないのです。」
ティマンドルは言った。「そのことは明らかです。そして外からなんらかの
意見や思想を真なるものとして受け入れるためには、私達をそこに赴かせるな
んらかの動機がなければなりません。ところで、一番自然でふつうの動機とは、
学者という称号または能力です。」
「でもどうやってある人が有能であることを私達が確信するのですか」とユ
ラリが尋ねた。
スタジマックが答えた。「自分自身の知性によってか、そのことについて与
えられた証によってかで、確信するのです。私達が事柄についてとてもよく知っ
ていて、ある人の話によって彼がそのことを私達同様に知っていると判断する
とき、彼を私達自身によって知るのです。」
ソフィが遮って言った。「そのような場合においては、私達がある人の能力
についてどれだけ確信できるかは、私達がそれについて好意的にみているとい
うことにではなく、私達自身の能力に基づいているわけですね。」
スタジマックが付け加えた。「もしも若干の事柄について知らなくても、そ
れに有能であると通っている人が、精神のなかに明晰で判明な観念をもたらす
やり方で話ししたがってそれに注意させるならば、事柄が実際に彼が示す通り
であると私達は言い得ます。」
ソフィが答えた。「また明らかなことですが、私達が彼に与える是認は、彼
が真理を教えてくれたということが基礎となっており、彼がそれによく通じて
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いると私達が信頼したということが基礎ではありません。」
「しかし自分を理解させない人々については、どう考えるべきなのでしょう。」
とユラリが尋ねた。
スタジマックが答えた。「そうしたときには、聞いている者に知性が欠けて
いれば、その者の側が自らを知るべきであり、また彼等に話すのは盲人に色に
ついて語るようなものです。」
「ユラリは才人を念頭においています」とティマンドルが言った。
スタジマックがまた言った。「そういう者としては、話される題目が、十分
な知性を持つ人々が注意して理解できるような性質であり、また自分たちが耳
にする言葉がどんな光明も与えないようなときには、思うに、話し相手の精神
には〔ただの〕言葉しかなく、あるいは自分が形づくった空想的な想像が頭か
ら出てくるだけだと、結論できると思います。そしてこの曖昧模糊とした話の
ためには儀礼上のまたは利害上の同意しか持てません。なぜなら私は、理性的
な人が、自分の感じていることに反する事柄や、精神が手掛かりとする観念を
欠くような言葉に、どうして魂の底で同意できるかわからないからです。思想
は私達のためにあり、また言葉は私達を他人にわかってもらうためにあります。
それなのにただの音にとどまることは、知りたいという欲望を押し殺し、精神
の本性と完成に逆らうことです。したがってある人がこの世で最も見事な精神
を持っていると確信するなら、彼は事物を予断なく誤りなく、できる限りの正
確さと注意力とで検討したことになるでしょう。真理を発見するのに必要な労
働と規則とに従ったでしょう。自分の見解に関して生まれうるすべての難点を
予見したでしょう。もしもこうしたやり方で自分をわからせないならば、彼が
それについて何も言わなかったならば、私達もそれを考慮に入れてはなりませ
ん。そしてそうした話から結論できることは、彼が自分自身それを理解してい
ないと私達が言いたくないなら、私達が理解しなかった事柄を彼が言ったとい
うことでなければなりません。」
ユラリは言った。「私が思うに、人に学識があることの最強の証明は、自分
が知っていることを他人に知らせるすべを知っているときです。それにおいて
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は死者も生者も同じです。そしてうちあければ、スタジマックがついさっき女
性達に言った非難を人が私に行う理由はありません。彼女たちは印刷されてい
るのを見るすべてを真とみなすことで非難されたのですが。」
スタジマックが再び言った。「あなたは世界で最良の資質を持っています。
ある人が著作によって私達に語るとき、肉声によって語るとき以上に信じなけ
ればならないことはありません。たとえその著作が名を載せている著者のもの
であるとうちかちがたく確信しているときでもです。それを複写し、翻訳し、
注釈し、あるいは反駁した者によって改変されていないと確信しているとして
もです。また論敵の本がよりよいものでなく、削除も改竄もされていないとし
てもです。また私達が話相手の著者に反論することが許されるなら、いわんや
彼の著作のあら捜しをすることも許されます。それができて千年もたっており、
彼を憤慨させると恐れる理由がないのですから。またそれを是認したであろう
人々が数百万人もいたであろうとしてもです。」
ティマンドルがまた言った。「それでまさに私は苦労しているのです。なぜ
なら一面では、私が理解しない何かを示されるときに、大部分の人とは違って、
盲目的に降参はできないだろうからです。でも他面で、その事柄が多数の学者
によって、また何世紀にもわたって抱かれてきたことを知れば、降参せざるを
得ないように思います。」
スタジマックが答えた。「私はそれに驚きません。その難点以上によくある
ものは何もありません。それは私達の知識を、それを得るやり方と混同するこ
とからきています。またそのようにして、数世紀間の証言がどんな重みを持つ
べきかに注意しないことからきています。私達が自分自身によって、自分の理
性によって、知ることができる事柄があります。哲学、文法、および他の諸学
問の対象がそうです。また私達が他人を介し他人との関係によってしか知るこ
とができない事柄もあります。自分がいない場所やいなかったときに起こる事
柄がそうです。確かに後者に関しては、人々の証言は絶対に必要です。また同
一の事実に関して、複数の、特に有能で利害の異なる人々が一致して、一般的
で一様な同意がみいだされるときは、それを受け入れることを拒めると思われ
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ませんし、さもなければ歴史と呼ばれるものすべてを拒み、自分が見るもの以
外何も信じてはならないことになります。」
ティマンドルが答えた。「よくわかります。でも理性に属する事柄について
はどう考えますか。」
スタジマックが再び言った。「あなた自身、どう考えるべきかを言っています。
またあなたの難点は解明をもたらします。なぜなら理性の管轄に属するものは
理性によって知られなければならないからです。そして自然をよく知るために
は自分自身で知らなければなりません。私達は著者たちが残してくれた助けを
利用できます。しかし彼等に対して、彼等の意見が何世紀もの間、また学者と
して通ってきた多数の人々によって支持されていても、私達が同時代人であっ
たならばそうする以上の敬意を持つべきではありません。なぜならある見解の
真偽は、その古さにも、それを是認または断罪した人々の数の多さにも基づか
ないからです。」
ソフィが言った。「まだそれについて疑念が残っていました。でもいまはも
うありません。意見に関しては年月の功はなく、誤りに味方したり真理に反し
たりする規則を持たないことがよくわかります。」
スタジマックが続けた。「同一の著者に関する学者たちの同意に関してどん
な敬意を払わなければならないかをよりよく理解するためには、彼等が弁護す
る意見をふつうどんなやり方で心に抱くかを言わなければなりません。彼等は
その予言者に対して－この場合偉人にこういう言葉を使わせてもらえれば
－最初に出会う者に従い、それが通るのを見ればどこでも通っていこうとす
る羊たちの様なものです。たまたまなんらかの理由で何者かの足跡上にいるな
らば、その者を追って進み、奴隷のようにまねすることしかもはや考えません。
そして互いにまねしあうだけなので、彼等の間に二千年間、意見の、あるいは
よりよく言えば言葉のこんなに大きな一致がみられることは驚きではありませ
ん。
「哲学者アリストテレスは、他のどの哲学者よりも、実例として私達に役立
ち得ます。自分がいる国で最も信用ある者がそうであるようにです。」彼はソ
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フィとユラリを見て付け加えた。「彼は女性についてあまりよく言わなかった
し、彼女らを怪物と呼びましたが、それでも彼をその時代の一流の人物として
評価せざるを得ません。その評判が弟子たちを引き寄せました。今日もはやっ
ている彼の支持者たちに起こっているように。だから彼の教理と宗派の確立と
進歩とは、現在起こっていることによって判断できるでしょう。また同時に何
か他のことを知ろうとすればわかるのは、私達が学ぶために学校に入るとき、
すなわち私達が恐れ知らずのリシャールの物語やマーグローヌの物語１）を、
そしてまた祖母や乳母が教えてくれた他の物語を本当の歴史と思っている年頃
に、知らされる最初の事柄はアカデミックな象徴であり、その第一条で私達が
信じさせられるのは、キケロ、ウェルギリウス、アリストテレスはまねできな
い原典であり、それらにしたがって私達が持っている最もすばらしい著作がつ
くられたのであり、それらを手本とせずには文芸においても学問においても救
いは望み得ない、ということなのです。私達の先生たちはこれらの著者に時々
すばらしい賛辞を与えることで私達をこうした敬意のなかにひきとめようと気
を使いますし、そうした著者が私達に残した作品を恭しく教えることで、それ
がもたらす苦労によっても報いによってもいっそう推奨すべきものにして、私
達をそれに成功させるのです。こうした準備をもって、私達は、言われるよう
に哲学にのぼりますが、そこではすべてが、自然の天分を称賛してなされる言
説を鳴り響かせます。そして私達の先生たちは、私達が生まれたばかりである
のと同様に偏見を語り、偏見のなかに放置することでいっそうそれを確信させ
ます。彼等は自分と意見の異なる哲学者たちへの反感を、私達に吹き込みます。
また宗教への考慮でこの反感を強めて、彼等は気の毒な無名の者達への嫌悪を
私達に吹き込みますが、そうした無名人の著作を読むことから私達を遠ざける
のに熱心です。しばしば彼等は、私達に伝えようと努める同じ細心さによって
彼等の著作の一覧表を読まなかっただけにいっそう大胆です。
「しかしながら私達は彼等自身を神託のようにみなしています。公然と教え
るのに必要な称号と権威をまとっている以上、彼等が有能な人でないというの
はありそうにないと、女性たちが言うように私達も暗黙に認めています。だか
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ら私達の判断力が休んでいる間は、記憶力を働かせて、ラテン語でしか言えな
い若干の事柄を学ぶのです。そして生国の言語を十分に積み込まれ、それを話
せるようになった後では、私達は名誉ある先生になりますが、それは私達の先
生がそうなったのと同じです。今後は自分たちの弟子を、そして私達に似た先
生をつくります。したがって私達の教理は毎年毎年、毎時代毎時代に永続し、
各地に広がります。そして各人は自分が担っていると信じることについて吟味
して、それを教えた人々に誠実であり、今日もアリストテレスの時代にそうで
あったのと同様に確信しています。すべての学問が同様です。」
ティマンドルが言った。「あなたのおかげで、私の昔の勉強法を思い出しま
した。そして私の結論としては、人がある教理を捨てるのはふつう理性によっ
てではありませんが、なぜならそれを信奉するのも理性によってよりもしばし
ば偶然や習慣によってだからです。したがって同一の事柄に関する数人の同意
が示しているのは、その事柄が是認されたということだけで、それが真である
ということではないので、私達はある事柄への彼等の反対について、それが反
駁されたのでも誤っているのでもなく、不幸にも最も弱かったというだけで最
悪だったわけではないと判断しなければなりません。」
スタジマックが付け加えた。「言われることはとても真実で、新しいと思わ
れる一つの党派または意見がたちあがると、生まれるや否や息の根を止めるべ
き怪物とみなされます。成長するのがとても恐れられ、見る前に押し潰すので
す。そしてこのふるまいの理由を尋ねられる者は、そうした〔新しい〕意見は
習慣に、また先祖たちが信じたことに反すると答えることで、人々を十分に満
足させると考えます。」
ユラリが言った。「おもしろいですね。まるで先祖が子孫よりも賢くて人間
離れしているかのようです。」彼女はスタジマックに向けて付け加えた。「でも
私は、ある題目を一緒に検討したような、実際のまたは評判上有能な若干の人々
の意見にあなたが降参しないかどうか、とても知りたいものです。」
スタジマックが答えた。「もしそれが実際に有能な人々で事柄を私に理解さ
せるなら、私は苦もなく降参しますよ。真理を教えてくれるただ一人に降参す
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るように。でももし有能という評判だけの人々でも、私がその前に出たならば、
礼儀を最後まで貫くでしょうが、なぜなら私は彼等を攻撃したくないからで
す。」
ソフィが言った。「まったく同じ意見です。多くの人々が一緒にいるときには、
用心して混乱を恐れることができると思います。大きな集まりでは、いつもほ
とんど頭数と同じ数だけの利害と天性があります。目立ちたいという欲や負け
る恥ずかしさで、各人はいつも以上に頑固に自分の見解に執着します。世の流
れに掉さす必要、自分を持ちこたえられないのではないか、または反対の意見
の者を怒らすのではという心配、習慣になりきった多数派への敬意のために、
ほとんどの者が多数派に与し、強いほうがまさり、付和雷同し、ふつうは数の
多いほうに身を寄せます。そして無私の者一人に対してそうでない者が二十人
はいるでしょう。彼等すべてがそうでないとしても、同じ精神傾向を帯びてい
る者はたぶん二人とみつからないでしょう。各人は自分の原理と特殊な方法と
を持っていないでしょうか。ある事柄に先入見を持つ者も、他の事柄にそうで
ある者もいます。ある者は熱心、迅速で決断力と集中力を持ちます。ある者は
冷静でのんびり屋で小心です。題目についてよく学んでいる者もいれば、半ば
しか、あるいはまったく学んでいない者もいます。落ち着きのない者も専心す
る者もいます。あるときは言葉にひっかかりすぎ、あるときは不注意です。そ
してこうした寄せ集めでは、たいしたものは何も生み出されません。」彼女は
付け加えた。「自分の思い込みに骨がらみになった老教師たちが声を合わせて
それを擁護すること、またしばしば策略や策謀のほかに習慣と公権力を自分た
ちのために用い、若い人々を屈服させることも、私は知っています。」
スタジマックが言った。「大部分の学者仲間で起こっていることをあなたは
とても率直に表すので、もしもそこに婦人を呼ぶ習慣があったらば、あなたが
最も重要な秘密を握ったものと信じかねません。」
ソフィが答えた。「こうしたことは、私が若干の歴史を読んだことや、部分
的には、何度か訪れてくれた才人が、参加した集まりで気づいたことを話して
くれることから来ています。」彼女は付け加えた。「思い出しますが、昔と今の
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世間を完全に知っている友達の一人が、意見と習慣の奇妙さについてある日話
してくれました。おかげで私は、最も注意深い人々が、国家理性によってまた
公共の静穏のために、明らかな誤謬ととても不合理な実践とを放任することを
余儀なくされたことを観察しました。」
ティマンドルが言った。「それに驚いてはなりません。民衆はその意見と習
慣について偶像崇拝者なので、ときおり、それらをあるがままに保つというの
が時折は健全な政策です。なぜならご存知のように彼等はそれらを一つの遺産、
父祖から残された葡萄畑のようにみなしているからです。彼等は自分の幻を保
つために、立ち上がり、武器を取り、すべてを燃やし、自滅する準備がいつで
もできています。賢明な政治家が彼等を悍馬のようにみなすのは理由のないこ
とではありません。それはおさえておく配慮をしなければたやすく銜を歯で噛
み、後足で立たないようにまたクルベットで操るために、声や手でなだめなけ
ればなりません。要するに、民衆についていつも言われるのは、彼等は欺かれ
ることを、また欺かれたままでいることを欲しており、そこから抜け出させよ
うと企てるのは危険だ、ということです。」
スタジマックがまた言った。「そうした鈍重さは粗野で無知な民衆だけのも
のではありません。学者もまたそうです。そのなかの下層民は、あなたが話し
たよりももっと頻繁でもっと長い痙攣と強情とに罹ります。
「なぜなら適宜与えられる疑念の代わりに、悲壮な描写、うまくあらわした
言説が、別の観念が彼等に持たせたような武器を、下層民から手放させてくれ
ます。長がおらず、誰も反乱を誘発しなければ民衆の反乱はおのずから消えて
しまいます。他方で分裂の炎がひとたび学者や専門家の間でも巻き上がると、
精神にまで及ぶだけいっそう忌まわしい炎上をひきおこします。各人が党の長
として旗をあげ、一人が倒されるや別の一人が立ち上がります。彼等がひとた
び戦うと、呼び戻すのは骨が折れる生きた蠅の群れのようです。
「彼等は民衆よりも理性を持っていると信じているので、正気に戻すのはいっ
そう困難です。このため学校では、あまりにかっかさせるような若干の題目に
ついては、どんな仕方でも公然と話すことは禁じなければならないのです。若
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干の題目は肯定的にしか語ることが許されませんが、なぜなら個人的に否定的
にとらえる人々を断罪しないものの、それは大衆的意見にかなっているからで
す。最後に学者たちは反抗するときはまるで小学生の精神を取り戻すようで、
彼等をなだめることができるのはへらで打つことだけです。すべての時代にお
いて、意見がひきおこした騒ぎを十全な権力と王権によって終わらせることが
できた主権者〔君主〕たちに頼らなければなりませんでした。」
ソフィが言った。「そうした痙攣に陥るのは低水準の学者だけです。私は正
反対の気質を持つ他の学者たちを知っていて、彼等はけんかや争いをとても憎
むので、そういうことが起こり得ると予見する場所に身を置くことさえ好みま
せん。しかし私が彼等において最も評価することの一つは、彼等が真理を愛し
ていることです。また彼等はとても無私なので、最も名誉ある、また学者たち
により信用を与える称号を持っているものの、誠実な人々に対してそれにもの
を言わせることはけっしてありません。また博士という資格を考慮して彼等の
見解を敬うような人は好まないでしょうが、その資格が人をより信じられるも
のにするとは考えないのです。」
スタジマックが言った。「彼等はもっともです。この資格は、それを持つ者が、
それを授与した国と仲間の意見を保つことができるとわかったので、それで名
誉を与えられたというしるしに過ぎません。なぜならそれが真理を知ったとい
う証明であるならば、イギリス、トルコ、中国の博士たちもまた真理を知るで
あろうと結論しなければならないでしょうから。それにはみんなが同意しない
でしょう。」
ティマンドルが言った。「私は先生の称号を持つ者すべての保証人になりた
くはありません。彼等がみな正統的であると信じなければならないわけではあ
りません。なぜなら私達は、彼等がいつでも一致しているわけではなく、時折
は互いに非難しあうのをみているからです。」
ユラリが尋ねた。「それなら私が大部分の本の最後に目にする博士たちのあ
の是認は何の役に立つのですか。」
スタジマックが答えた。「それらが証言を与えることに役立ちます。骨を折っ
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てその一つを読んだのなら気づいたかもしれないのは、それを与えられた本が、
宗教に、また攻撃することが許されていないその国の若干の通俗的意見に反す
るものを何も含んでいないと保証するのに、それが役立つことです。なぜなら
ご存じのように、すべての種類の真理が言ってよいものでなく、是認者は公人
なので、自分が納得するようなものであっても、騒ぎを起こすに違いないもの
ならば、そうした真理を著作に盛り込むことは許してはならないのです。」
ユラリは言った。「そうすると本の出版許可は、真理の間違いないしるしで
はないのですね。」
スタジマックが答えた。「まったくです。なぜなら、他の時代に断罪された
ものがこの時代に是認され、スペインで受け入れられるものがフランスでは退
けられるほかに、著作のなかには、宗教に関してさえ、思いのままに選ばれた
無数の哲学的な、またどうでもいい意見が滑り込んでいるからです。」
このときソフィはユラリに向かって言った。「これらの殿方が話したことは
主にあなたに対してだから、その話から帰結することを引き出すのはあなたの
役目ですよ。」
ユラリは答えた。「自分自身で知ることができる事柄において、自分の見解
の規則として公衆の声を用いてはならない、ということはとてもよくわかりま
す。意見も流行のようなもので、常に最も便利なものや最良のものでなく、示
される最初のものが受け入れられるのです。」
ティマンドルが言った。「おっしゃることはもっともです。習慣は大河のよ
うなものです。はじめは水の一滴で、いわば源の近くで幸いにもなくならず、
流れの中で合流する諸々の川と合流することで大きくなるわけです。」
彼は付け加えた。「もし王国全体のまた数世紀に渡る同意が真理のしるしで
あるならば、最も反対の意見もまた真か偽であろう、とこの会話から結論でき
るように思われます。反対意見がかつて支配したことがないような、または、
有能として通っているだけでなく諸民族全体によっても支持されなかったよう
な意見は、今日たぶん一つもないでしょう。」
スタジマックがユラリに言った。「こうした反省は、あなたの魂の状態と、
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あなたが持っている知識に関して、私が最初に求めたことの解明に関係してい
ます。自分にみつけるのが最良の方法で事柄を知りたいという、しっかりして
変わらない意志を持っているというほかには、何も確実には知っていないと確
信されているのは喜ばしく思います。あなたが求めているそうしたやり方、つ
まり分別と正しさを万事に対して与える確実性によってこそ、真偽、悪徳美徳、
幸不幸をその固有の性格によって区別することを学べます。あなたが求めてい
るのは効能ある治療薬で、先入見と誤謬とからあなたを癒し、完全な健康を取
り戻すものです。それをあなたは、恐れているかもしれない病や再発やに対す
る予防として使えるようなものです。精神の闇と混乱と障害とをかきけし、そ
こに明るさと静けさを取り戻し、あなたの思考のなかにあるべきよい秩序を再
建する、光をあなたは望んでいます。要するに学者になることを望むあなたは、
ひとたびそこにおかれたら、自分自身とまわりのすべてを、自然があなたをお
いた依存と関係にしたがって直視できるような、自然的状態をみいだすことを
望んでいるのです。」
この会話は早い時間に始まり、夏の白昼のものであった。そしてそれを形づ
くった四人は、夕食後ずっと一緒に過ごすもくろみに加わっていた。それゆえ
ソフィは自分の庭を散歩して気晴らしするように他の三人を招いた。そこに彼
等はおりて行ったが、スタジマックはソフィに手を差し出し、ユラリはティマ
ンドルの手をとった。
【訳注】
１）「プロヴァンス地方のピエール」と「ナポリ王の娘美しいマグローヌ」との間の
恋物語のことか。この伝説は特にクレマン・マロによって詩にされた。
